
 
 

 
平成30年度ニーズ調査実施時の小樽市独自の設問について 

（就学前児童用アンケートより一部抜粋） 
 

 
 

 全国の自治体の中には、市内中心部の商店街の空き店舗等を利用して、子育て中の親子が買い物や用事

で外出した際に活用できる「子育てまちなか拠点スペース」を整備している事例があります。 

 この「子育てまちなか拠点スペース」では、自治体により、子どもの一時預かり、子育て支援事業の催

し、交流スペースによる親子の一時滞在、授乳やおむつ替えスペースの設置、商店街や他世代との交流事

業の開催、観光客の休憩や託児利用など、いろいろな機能を持たせている場合があります。 

本市の市内中心部における子育て支援施策の検討資料とするため、次のとおり、うかがいます。 

 

問28 本市においてもこうした施設・スペースが整備された場合、あなたは利用しますか？ 利用希望の有

無とその理由をお答えください。 

なお、子どもの一時預かりなどは託児料金を伴う場合があります。 

希望の有無 

【１つ選択】 
 

利用する／利用しない理由 

【複数選択可】 

1．市内中心部に出かけた際は 

利用すると思う 

 

2．目的により利用すると思う 

 

3．たまに利用すると思う 

 

1．市内中心部へ外出する際に便利だと思うため 

2．子どもを連れて外出する際に便利だと思うため 

3．買い物や用事の際に一時的な託児を希望するため 

4．子育て支援事業や商店街などとの交流事業に興味があるため 

5．交流スペースによる親子の滞在で仲間づくりができるため 

6．その他（                  ） 

4．利用しないと思う 
 

1．市内中心部には、あまり出かけないため 

2．子どもを連れての外出は大変なため 

3．あまり興味を引かれないため 

4．その他（                 ） 

 

問29 本市において、市内中心部に「子育てまちなか拠点スペース」を設ける場合、具体的な事業について、

どのような内容を希望しますか？ (当てはまる番号すべてに○) 

 1．買い物などの際の、子どもの一時的な預かり先の整備 

 2．保健師や保育士による育児相談事業の開催 

 3．親子での交流や情報交換ができる場所の整備 

 4．授乳・おむつ替えスペースの設置  

 5．地域のコミュニティスペースとして、年代を問わず利用できる場所の整備 

 6．街なかでの「にぎわい」をつくるためのイベントの開催 

7．買い物などの際のベビーカーの貸出し  

 8．子育て支援団体や育児サークルなどが親子向けの催しを行える場所の整備 

 9．その他（                                      ） 

 

12 市内中心部における「子育てまちなか拠点スペース」について 

資料４-２ 



 
 

 
 

問30 理想と考えるお子さんの人数は何人ですか。 （１つに○） 

 １．１人     ２．２人     ３．３人     ４．４人以上  

 

問31 お子さんの実際の人数（これからの予定がある場合も含む）と上記の理想の人数を比べた場合、いか

がですか。その理由についてもお答えください。  

実際の人数との比較 

【１つに○】 
 

理由 

【主なもの３つまでに○】 

1．理想の人数より多い  
 
 
2．理想の人数と同じ  

 1．親と同居をしているため、子育ての協力が得られる 

2．親と同居をしていないが、子育ての協力が得られる 

3．配偶者から子育ての協力が得られる 

4．子どもの医療費や保育料の軽減など経済的支援がある  

5．子育てと仕事の両立に対して、職場の理解がある  

6．きょうだいがいたほうが、子どものために良い 

7．その他（                      ） 

3．理想の人数より少ない 

  1．配偶者の理解や子育ての協力が得られない 

 2．親の協力が得られない   

 3．子育てや教育にかかる費用が高い 

 4．子育てと仕事の両立が難しい 

 5．子育ての心理的・身体的負担が大きい 

 6．出産や子育てをする年齢に不安がある 

 7．その他（                      ）   

 

問32 本市の子育ての環境や支援への満足度について、お答えください。 （１つに○） 

満足度が低い                      満足度が高い 

１      ２      ３      ４      ５ 

 

問33 小樽市が、今よりもっと子育てしやすいまちとなるためにはどのようなことが重要だと思いますか？

（主なもの５つまでに○） 

１．小児科救急医療体制の充実 

２．保育所・放課後児童クラブ（学童保育）などの整備 

３．児童館・児童センターなどの整備 

４．子育てについて学ぶ機会の促進 

５．男女が共に子育てに関わるための意識啓発 

６．保育所や幼稚園の費用や教育費の負担軽減 

７．出産に係る費用の負担軽減 

８．医療に係る費用の負担軽減 

９．子育ての不安や悩みの相談窓口の整備 

10．発達などに関する専門相談体制の整備 

11．道路や公園など子どもが安心して暮らせる環境の整備 

12．子どもの創造性や感性をのばす教育機会の普及 

13．いじめや差別をなくす教育の推進 

14．親子が安心して集まって交流ができる場などの整備 

15．交通事故や不審者などから子どもを守る安全・安心の取組みの推進 

16．商業施設における授乳・おむつ替えスペースの整備 

17．公共施設における授乳・おむつ替えスペースの整備 

18．その他（                                       ） 

1３ その他 


